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会議録 
 

会議の名称  男女平等参画推進委員会 平成21年度 第10回 

 
開催日時 平成21年 7月 8日（水曜日） 午後7時から9時まで 

 

開催場所 イングビル第4会議室 

 
出席者 

委員：池田委員、青木委員、大野委員、虎頭委員、高木委員、角田委員、
富田委員、中村委員、北條委員、渡辺委員 
欠席：西山委員 
事務局：飯島課長、藤巻係長、貫井主任 

 

議題 
1 第9回男女平等参画推進委員会会議録の確認 
2 男女平等参画推進委員会委員と各部課長との合同研究会（7月14日火曜
日、保谷庁舎4階研修室）での各グループからの質問、要望等について 
3 平成20年度各課実績評価について 
4 その他 

会議資料の
名称 

1 第9回西東京市男女平等参画推進委員会会議録 
2 西東京市男女平等参画推進委員会委員名簿 

 
記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容 

 
開会 
 
○副委員長： 
議題に入る前に、事務局から報告事項等をお願いする。 

 
○課長： 
1.市の異動に伴い、男女平等推進係長が寺島から藤巻へ変更。2.都労働相談情報センター長荒

井委員からの変更は現在調整中、9 月委員会にて報告。3.部課長研修について教育委員会は臨時
委員会のため欠席、現在出席は23名となっている。 
 

1 第9回男女平等参画推進委員会会議録の確認 
○副委員長： 
第9回会議録は承認された。 

 
2 合同研修会の内容について 
○副委員長： 
質問、要望等もう一度つめていただいて後ほど報告していただきたい。当日、領域別

にまとめたものを5分位で報告していただきたい。事務局より次第について流れを教え
ていただきたい。 
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○課長： 
課長より概要説明20分、各領域ごとに5分間発表、その後質疑応答に30分程度、時間

があれば部課長より質問。 
 
○副委員長： 
午後7時15分より7時45分までグループ討議 

 
○各委員： 
グループ討議。 

 
○副委員長： 
確認した事項をそれぞれ報告していただき、事前に飯島課長より担当部署に連絡して

いただく。5分間の使い方にグループによりずれがあるので確認したい。 
 
○各委員： 
議論される 

 
○副委員長： 
各グループに報告していただいて、再度5分間の使い方をつめたい。質問・要望につ

いては切り離して、報告について説明をお願いする。 
 
○学び： 
1.学びとは人々の意識に働きかける領域。2.43項目のおおよその活動の内容について

あらためて説明する。3.改善されていることを強調しながら4年間の評価の変化の説
明。4.改善されている中、重点事業とされる項目で改善されていないものが見られる。
評価とは必ずしも高い目標を立てることではなく、評価を見直すことが大切。 
 
○家庭生活： 
1.男性が参加しやすいような取組を西東京市がどのようにしているかに触れて、男性

向けの講座が公民館等で開催されていないのはどうか。2.介護におけるボランティアの
養成は、取組はするが中途半端な実態が上がってくる。19年度の中で評価が低かった
り、取り組んでいなかった部分について、20年度はどうなっているかが要望になる。 
 
○働く場： 
検討をしていく上で評価が向上していくので我々としても嬉しく思っている。その一

方で毎回未達成という進展が見られないまま5年間迎えられるであろうものも幾つも残
っていて、中には重点施策に置き換えているものもある。そういったものについては是
非とも改善をしていってもらいたい。 
目標に挙げているものと達成した評価が、狙いを考えるときにパンフレットを置きま

しただけで、置くということが狙いだと、置きましたというだけでA評価が付くと、は
たして置くだけで良いのか。 
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○まちづくり： 
女性委員が40％以上が大部分で、16年度から19年度を比べてみると、16年度が評価A

が一番多くて年度ごとに減少しているという結果が出ている。評価の仕方にも問題があ
りもっと分析する必要がある。47審議会中、専門的知識が必要であるため女性を探すの
が困難な委員会が3箇所あり、女性委員が0人の委員会が5箇所ある。男女比のバランス
が取れていない委員会が7委員会ある。人材に関するところで問題になることは、高齢
化・少子化社会が現実に始まっている中で、男性の地域活動をどのように活性化してい
くのかが問題。国際交流については概ね良くやっている。 
 
○人権、推進体制： 
基本的には19年度の評価でのまとめ、これをベースに修正していく中で男女平等推進

センターの問題や、新しい事業の中で評価ができるものと、特徴的なものを幾つか入れ
る。逆にもう少し何とかなりませんかというものも何件か挙げたい。要望の中でも条例
は何とかならないか、センターを何とか活用して貰いたいというのは単なる要望事項に
収めるのではなく、総括の中で取り上げようと考えている。 
 
○副委員長： 
質問・要望が混在しているが各領域それほど違いはない気がする。質問・要望事項に

ついては、生活文化課長より各課に対し事前に伝え何らかの回答を用意してもらい、後
半の時間で質疑応答にしてはどうか。 
 
○委員： 
グループ説明を全て終えてから質問だと時間的な差があり、グループ毎に質問に入っ

たほうが分かりやすい。 
 
○委員長： 
先に第2次プランの説明を聞いて、その後各グループが5分間の割り当てがあり、また

質問・要望の二段階ではなくコンパクトに聞いたほうが良いと思う。 
 
○課長： 
2時間の枠があり第2次計画をもう一度本を見ながら確認していただくのは、非常に重

要なことだと思う。後の時間の使い方については事務局から言えることではないので、
委員会の方で決めていただきたい。 
 
○委員： 
各グループ5分毎に総括をお話し、その中に質問を入れると領域毎に限った質疑応答

になり時間が掛かる可能性があるので、各グループ総括の後、質問・要望の方が各グル
ープにまたがった質疑応答になる。 
 
○委員： 
要望、質問を事前にある程度相談したほうが良い。 

 
○副委員長： 
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共通の部分と各部署で答えていただく内容に分かれると思いますので、選択して生活
文化課長から必要に応じて回答をいただいておく。参加できない部署においては課長か
ら答弁していただける。 
 
○委員： 
全課長に出席いただき男女平等の意識を上げていくのが委員会の目的だと思うので、

個別のテーマに特化したものではなく、視野を広げた総括的な意識をベースにおいた方
が良い。 
 
○副委員長： 
5分毎に報告して、質問・要望事項については取りまとめて投げかけておいて、その

回答を後でいただくということで話を進めていく。次にそれぞれの質問要望事項につい
てお願いします。 
※質問・要望事項：別紙参照 
 
○副委員長： 
それぞれの質問・要望事項について事務局のほうで詰めておきたい部分はあるか。 

 
○課長： 
学び…小冊子の関係なので生活文化課で回答できる。家庭生活…質問が具体化され担

当課が明確なので回答できる。働く場…雇用促進の関係は産業振興課で現在の雇用促進
の現状などを報告できるのではないか。庁内育児休業については職員課で回答できる。
まちづくり…登用比率、バランス、方法手段などは企画政策課のほうで情報を持ってい
るので、正確な数字が出せると思う。人材リスト等は公民館で回答できる。人権、推進
体制…健康年金課の回答はできるが、そのほかについては要望で回答ができないのでは
ないか。 
 
○副委員長： 
洩れているものがある場合は当日に反映させていただく。 

 
○課長： 
確認ですが、名古屋部長が当日出席できないため、私がコーディネイトさせていただ

くが、二次計画の概要、各領域で5分間説明していただき、その後各委員から意見、質
問、要望を振らせていただくが、今の流れから行くと学びから順番でよろしいか。 
 
○委員長： 
先に質問・要望を抽出したわけだから、うまく議事進行していただいて繰り返す必要

はない。 
 
○課長： 
質問・要望をいただいたので所管に流せるが、日数的にやり取りする期間がないの

で、当日欠席する所管については答えを預かり私が答弁する。 
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○委員： 
総合司会、二次計画説明、質問代弁と飯島課長が行うのは如何か、質問については委

員長がした方が良い。 
 
○課長： 
質問の骨子を整理して委員長から質問していただくということか。 

 
○副委員長： 
全体の場で共有するためには、質問は繰り返しになるが確認の意味で委員会から投げ

掛けた方が良い。 
 
○委員： 
まちづくりでは、委員会委員の男女の内訳を記した資料を提出することは可能か。 

 
○課長： 
提出することは可能だが、特殊な課は抗弁が帰ってくると思う。 

 
○委員： 
質問に対して文書的な回答ではなく肉声の回答をいただきたい。 

 
○課長： 
簡単に書き取ったのでラフに流す。 

 
○副委員長： 
時間もないので次の議題に入る。 

 
3 平成20年度各課実績評価について 
○委員長： 
20年度の実績評価は例年の方法を踏襲して5年間のまとめを出す。それを踏まえて二

次計画の評価の仕方はどうするか。次回の委員会で各グループで作業していただくこと
でよろしいか。 
 
○課長： 
6回の委員会でお願いしたが、現段階では修了しない見込みなので、枠にとらわれず

評価を優先していただいて進めていただきたい。 
 
○委員長： 
次回は各グループの実績評価の作業を行う。 

 
○課長： 
14日の欠席者及び発表者を伺いたい。 
欠席者…富田委員、渡辺委員、大野委員 
発表者…（学び）青木委員、（家庭生活）角田委員、（職場）西山委員、（まちづく
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り）北條委員、（人権・推進体制）虎頭委員 
 
○委員長： 
各グループで評価し次回委員会では付き合せて決定できるようお願いしたい。次々回

委員会は20年度の評価の決定とその評価を踏まえて、次年度の評価の仕方の提案をお願
いする。 
 
4 その他 
次回委員会  平成21年 9月10日（木曜日）午後7時～9時 イングビル第4会議室 
        平成21年10月13日（火曜日）午後7時～9時 イングビル第4会議室 
 
 

 


